
 

ワイヤレス人材育成のための 

アマチュア無線アドバイザリーボード（第６回） 

令和 4 年 6 月 29 日（水）16:00～17:30 

場所：WEB 会議 

 

議事次第 

 

１． 開会 

 

２． 議事 

（１） ワイヤレス人材育成のためにアマチュア無線を活用する

にあたり有用な事項、アマチュア無線界が取り組むべきこ

と等について （資料なし） 

（２） 提言書（案）について （資料１） 

 

３． 閉会 



 
 
 

 

ワイヤレス人材育成のためのアマチュア無線の活用に関する提言
（案） 

 

１．はじめに ～アマチュア無線の活用によるワイヤレス人材育成～ 

２．アマチュア無線や電波の楽しさを知る体験機会や活用機会の拡大 

 アマチュア無線局免許人の責任をより明確化した上で、アマチュア無線有資格者の監
督の下で無資格者がアマチュア無線を体験できる機会の拡大を検討すべきである。 

 アマチュア無線が教育や研究で活用できることの明確化を検討すべきである。 

３．アマチュア無線局の開設・運用までの迅速化 

 アマチュア無線従事者免許とアマチュア無線局免許の同時申請について検討すべきで
ある。 

 アマチュア無線局の電子申請率のさらなる向上を図る取組を行うとともに、無線局免
許状等の電子化を検討すべきである。 

 アマチュア無線局の免許申請書等についてより分かりやすい様式を検討すべきである。 
 養成課程の授業について同時受講型授業と随時受講型授業を組み合わせることがで

きるように検討すべきである。 

４．アマチュア無線局免許制度の簡素合理化 

 アマチュア無線従事者免許とアマチュア無線局免許の同時申請について検討すべきで
ある。（再掲） 

 電波の型式、周波数及び空中線電力の指定について、アマチュア無線局に指定可能
な範囲を一括記号により表示することができるように検討すべきである。 

 技術基準適合証明等を受けた無線設備（適合表示無線設備）の取替え、増設や
撤去は、原則として届出のみで可能となるように検討すべきである。 

５．アマチュア無線界が取り組むべき課題等について 

 （Ｐ） 

（以上） 

資料１ 
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